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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 作業員負傷 

発生日時 令和７年３月８日 ０８時１５分頃 

発生場所 大分県佐伯
さ い き

市有明浦 

 松浦港沖松浦沖防波堤灯台から真方位１０４°１,６００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°５６.７′ 東経１３１°５８.７′） 

事故の概要  漁船第三三八天洋
てんよう

丸の作業員１人は、養殖施設に網を入れる作業

中、負傷した。 

事故調査の経過  令和７年３月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三三八天洋丸、１２トン 

 ＯＴ２－２６２８（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.６３ｍ（Lr）×４.４４ｍ×１.６１ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４６０kＷ（動力漁船登録票による）、 

 平成６年１１月１６日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 
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 乗組員等に関する情報 船長 ３０歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 令和２年７月３０日 

  免許証交付日 令和２年７月３０日 

         （令和７年７月２９日まで有効） 

作業員Ａ ５０歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成８年８月１日 

  免許証交付日 令和３年６月２１日 

         （令和８年７月３１日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（作業員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、作業員Ａほか７人（作業員２人及

び補助者５人）を乗せ、養殖施設内に網を入れる作業（以下「本件作

業」という。）を行う目的で、作業支援用の小型船を横抱きにして、

令和７年３月８日０７時１５分頃に佐伯市有明漁港を出航した。 

 本船は、０７時２０分頃、有明漁港北北東方沖約３００ｍの海上へ

前日に移動させておいた養殖施設（以下「本件施設」という。）に到

着した。 

（図１ 参照） 
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            （国土地理院地理院地図を加工して作成） 

   図１ 事故発生場所概略図 

 

 船長は、本船の船首を東方に向けて機関の操縦レバーを中立とし、

本船から本件施設の南側に係留ロープ１本をかけて左舷着けし、作業

員Ａほか７人を本件施設に降ろし、本件施設の西側の足場に向かわせ

た。 

 作業員Ａは本件施設西側の足場の中央に、他の作業員２人は同足場

の北と南のそれぞれの端に、補助者５人は分かれて作業員Ａと他の作

業員との間に並ぶように、それぞれ配置についた。 

 船長は、クレーンのフックに取り付けられていた吊
つ

り金具（以下

「本件金具」という。）に本件施設内に入れる網を引っ掛けて、本船

の船首部でクレーンを操作して網を吊り上げ、本件金具が作業員Ａの

正面になるように移動させた。 

（写真２～３ 参照） 

 

 

 

 

有明浦 

大分県佐伯市 

松浦港沖松浦沖防波堤灯台 
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（令和７年３月８日 

０８時１５分頃発生） 
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            （国土地理院地理院地図を加工して作成） 

               写真３ 本件作業時の状況 

 

 

 作業員Ａは、中腰の姿勢になり、自身の腰の高さにあった本件金具

から網を取り外そうとしていたところ、本船が波を受けて動揺し、 

０８時１５分頃、上下動した本件金具が顔面に当たった。 

 船長は、作業員Ａのところに向かい、作業員Ａが顔面を負傷してい

たので、他の作業員１人に救急車を要請させ、作業員Ａを作業支援用

の小型船で有明漁港に搬送するように指示した。 

 作業員Ａは、有明漁港に戻った後、救急車によって病院に搬送さ

れ、左眼球破裂の診断を受けて緊急手術が行われた。 

 船長は、本件作業を中止して本船に網を回収した後、本件施設にい

た全員を本船に乗せて有明漁港に戻り、本事故の発生を関係各所に連

絡した。 

 その他の事項 (1) 本件施設に関する情報 

 本件施設は、１辺の長さが約１０ｍ、深さが約７ｍの金網が設

置されており、外縁部には幅約５０cmの足場が設けられていた。 

 本件施設内では、ぶり
．．

約７,０００匹が養殖されていた。 

(2) クレーンに関する情報 

  ① クレーンの状況 

 本船は、船首部に油圧式クレーン１基が設置されていた。 

 クレーンは、重量約２０kg のフックが付いていて、ブームの

長さが５段階で調整できるものであり、吊り上げ荷重が約  

９６０kgであった。 

  ② クレーンの操作の状況 

 船長は、本事故当時、ブームを５段目まで全て伸ばした約 

本件施設 

本船 

作業員Ａ 

クレーン 

他の作業員 

写真２ 船長のクレーン操作の状況（再現） 

船首方 

船尾方 
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１２.３ｍの長さ（同ブームの長さでは、吊り上げ荷重が約  

２３０kg であった。）とし、約４５°の仰角で本件施設側に振

り出していた。 

  ③ クレーンの使用の状況 

 クレーンのフックには、重量約６.４kg の本件金具が取り付け

られていた。（写真４～５参照） 

 船長は、本件金具に重量約１３０kg の網（幅約４０ｍ、深さ

約７ｍ）を引っ掛けていた。 

 網の下部には、重量約７kg の錘
おもり

が等間隔に４個取り付けられ

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    写真５ 本件金具 

 

 

 

(3) 本事故当日の作業に関する情報 

 本事故当日の作業は、作業員Ａが本件金具から網を取り外し、

他の作業員等と共に本件施設の内側に沿って網を展張させた後、

網の下部を絞ってから引き揚げ、網の中からぶり
．．

約３,５００匹を

柄の付いた網（タモ網）を使用して別の養殖施設に移す分養作業

であった。 

 船長及び作業員Ａを含む全員は、本件作業時、救命胴衣を着用

していた。また、ヘルメットを着用すると煩わしいので、帽子を

着用していた。 

(4) 船長に関する情報 

 船長は、養殖業者の従業員で、本件作業の経験が約８年あっ

た。 

 船長は、クレーンの操作に当たり、労働安全衛生法（昭和４７

約４５cm 

約１７cm 

写真４ クレーンに本件金具を取り付けた状況（再現） 

（船長提供） 
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年法律第５７号）による揚貨装置の運転業務に係る特別教育修了

証を受有していた。 

 船長は、波がある日は周囲の状況を確認しながら、作業員に本

船や養殖施設が動揺することなどの注意喚起を行っていたが、本

事故当日は、風はほとんどなく海上も平穏であったので、網を 

吊った本件金具を作業員Ａの正面で停止させた後、本件作業を行

う作業員Ａを見ていた。 

(5) 作業員Ａに関する情報 

 作業員Ａは、養殖業者の従業員で、本件作業の経験が５年以上

あった。 

(6) 本事故発生場所付近に関する情報 

 船長は、これまで本事故時と同様の時間帯に作業した際、有明

漁港を出入港する漁船を見たことが何度かあったが、船長及び作

業員Ａは、本件作業中、本事故発生場所付近を航行する他の船舶

の存在に気付かなかった。また、船長によれば、同様に他の作業

員等も気付かなかったとのことであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、次のことから、有明浦を航行した船舶の航走波を受けて船

体が動揺した可能性があると考えられる。 

(1) 本事故当日は、風はほとんどなく海上も平穏であった状況下、

本船が波を受けてクレーンと共に動揺したこと。 

(2) 船長は、本事故時と同様の時間帯に、有明漁港を出入港する漁

船を見たことが何度かあったこと。 

(3) 本事故発生場所は、有明漁港北北東方沖約３００ｍの海域であ

り、沖合からの波を遮る構造物がないこと。 

 船長は、本件作業を行う際、波がある日は周囲の状況を確認して作

業員に本船や養殖施設が動揺することなどの注意喚起を行っていた

が、本事故当日は、風はほとんどなく海上も平穏であったことから、

周囲の状況を確認していなかったものと考えられる。 

 船長は、本件施設にいた作業員Ａの正面に網を吊った本件金具を移

動させた後、本件作業を行う作業員Ａに意識を向けていたことから、

本件作業中、本船に接近する波に気付かず、波を受けて船体が動揺し

た際、本件金具が上下動して作業員Ａの顔面に当たって負傷したもの

と考えられる。 

原因  本事故は、本船が有明浦の本件施設に係留中、船長が、本件施設に

いた作業員Ａの正面に網を吊った本件金具を移動させた後、本件作業

を行う作業員Ａに意識を向けていたため、本件作業中、本船に接近す
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る波に気付かず、波を受けて船体が動揺した際、本件金具が上下動し

て作業員Ａの顔面に当たったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・クレーンを備えた小型船舶の船長は、クレーンを操作して作業を

行う場合、動揺によってクレーンのフックに取り付けられた吊り

金具が振れて周囲の作業者に当たらないよう、風浪や航走波の状

況を常に監視し、動揺のおそれがある場合は、クレーンの操作を

見合わせること。 

 ・小型船舶のクレーンを使用する作業を行う者は、吊り金具に網等

を引っ掛けたり外したりする際、動揺によって吊り金具が振れる

ことがあるので、振れる範囲内に顔などを近づけないこと。 

 ・クレーンを備えた小型船舶の所有者は、クレーンを使用する作業

を行わせる場合、作業者にヘルメット等の必要な保護具を着用さ

せること。 

 


